
主目的 5 25 2

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　桃花台汚水中継ポンプ場は、昭和63年の稼動開始後。20年以上が経過し、設備機器の更

新時期を迎えているため、主要施設を更新し、以後20余年の長寿命化を図る。

内容

（手段）

◆24年度実施内容

　計画的で効率的に主要設備の更新工事を実施するため、長寿命化対策を日本下水道事

業団に委託し、平成24年度に実施設計を行った。平成25年度から28年度に機械・電気設備

等の更新工事を実施する予定である。

事務従事職員は、日本下水道事業団と設備機器更新の協議を行い、ポンプ場の日常設備

点検業務を委託する業者と調整し、愛知県と更新についての協議等を実施している。

　

◆24年度直接経費の内訳

　設計管理委託（7,280千円）

　

◆25年度直接経費の内訳

　工事委託（43,500千円）
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　工事委託（43,500千円）
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達成状況

　下水道課に機械・電気の技術職員がいないため、日本下水道事業団に委託するこ

とにより、日本下水道事業団の専門職員がコンサルタント業者を指導監督して、設備

機器の更新工事の実施設計を行うことができた。
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一次評価のとおり。

　ポンプ場の適切な稼動ができず、重大な不具合が発生した場合に、ポンプ場より上

流域の下水道利用者の排水を処理することができなくなり、桃花台地区の市民生活

に重大な支障をきたす。
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の改善案

　２６年度以降も、計画的な更新工事を行う。
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　委託した日本下水道事業団による適正な長寿命化対策が行われている。
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